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2026年サステナビリティレポートをご覧いただき、ありがとうございます。
当社はこれまで、「誠実・信頼・努力」を大切に事業活動を行ってきました。
現在は新たなスローガン「このまちの笑顔をふやそう。」のもと、地域に寄り添い、笑顔あふれる店舗づくりを進めています。
 
近年、地球環境への配慮は企業にとって重要な責任となってい
ます。
当社でも、省エネルギー機器の導入や食品廃棄物の削減・リサ
イクル、資源の再利用、マイバッグ運動の推進など、商品仕入れ
から販売・廃棄に至るまで、幅広い環境負荷の低減に取り組ん
でいます。
 
また、地域貢献の一環として食育活動にも力を入れています。
これまで多くの方にご参加いただき、子どもたちだけでなく大人
の方にも、正しい食生活への理解を深めていただいています。
今後も地域の健康づくりと、未来を担う子どもたちの成長に貢
献していきます。
 
さらに、従業員が心身ともに健康で働ける環境づくりにも取り
組み、健康経営を推進しています。
これらの取り組みが評価され、「健康経営優良法人2026（大
規模法人部門）」に認定されました。
 
今後もＳＤＧｓの達成に向けた取り組みを一層強化し、地域や
社会から必要とされるスーパーマーケットを目指してまいります。
 
本レポートを通じて、当社の考えや取り組みをご理解いただけ
れば幸いです。
皆さまからのご意見・ご助言をお待ちしております。

このまちの笑顔をふやそう。
とりせんは、地域の笑顔を広げるスーパーマーケットを目指し、
「人に優しく、環境に優しい店づくり」に取り組んでいます。

代表取締役会長

前原 章宏
代表取締役社長

前原 宏之

私たちは、お客様の豊かな暮らしを創造するために、安全で良質な商品・サービスを提供し、ご満足いた
だくことが第一の役割と考えます。同時に、私たちを取り巻く環境問題についても、企業市民としてふさわ
しい責任と行動力を持って柔軟に対応し、環境にやさしい街づくりに貢献いたします。

環境理念

環境方針
私たちは、お客様の豊かな暮らしを創造するために、安全で良質な商品・サービスを提供し、ご満足いた
だくことが第一の役割と考えます。同時に、私たちを取り巻く環境問題についても、企業市民としてふさわ
しい責任と行動力を持って柔軟に対応し、地域のお客様とともに環境保全に努力し、持続可能な住みよ
い街づくりに貢献いたします。

1.環境マネジメントシステムにより、企業活動における各分野の環境負荷低減のために定期的な見直しと継続的な改善を図ります。

2. 企業活動に関わる環境関連の適用可能な法的要求事項及び当社が受け入れを決めた要求事項を遵守します。

2008年11月17日　制定
2024年  2月28日　改定

株式会社とりせん
代表取締役社長　前原　宏之

持続可能な食品物流
システムを推進するとともに、

店舗受発注制度の向上、商品仕入や
販売方法の工夫により
食品ロスの改善

に取り組みます。

地球温暖化防止のため
CO₂排出量削減に取り組みます。

各店舗の省エネルギー、省資源を推進し、
環境に配慮した資源循環型

店舗づくりを目指します。

1

3
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4店舗にて販売する
商品の省資源化、包装資材等

環境配慮型商品の開発と普及に
取り組み、プラスチック廃棄物の
発生抑制、再利用、リサイクル

に取り組みます。

お客様とともに環境保全
に努め、容器包装等資源物の店頭回収と

リサイクルに取り組みます。

3.この方針を全従業員に周知・徹底し、企業や地域社会の中で、主体的に環境保全活動に取り組みます。

4.この方針を社内外に広く公表し、積極的な広報活動に努めます。

とりせん豊岡店

とりせん社是　書道家 金田石城先生作品
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　　　 のSDGs
～とりせんの取り組み～

これまでもこれからも住み続けられるまちづくりを。

詳しくは
こちらから

人間ドック、脳ドック
費用補助制度

腰痛予防体操の
実施

従業員のヘルスリテラシー
向上のため、社内向け
健康情報誌の発行

お客様参加型
スポーツイベントの開催

（ラン&ウォーク、ファミリーウォーク）

健康経営優良法人2026
（大規模法人部門）認定

とりせんの健康経営の取り組み（一部抜粋）

特に優良な健康経営を実践している大企業や
中小企業等の法人を「見える化」することで、従業員や
求職者、関係企業や金融機関などから社会的な評価
を受けることができる環境を整備することを目的に、

日本健康会議が認定する顕彰制度です。

健康経営優良法人認定制度とは？
株式会社とりせん

A14825

とりせん健康経営
推進体制

「健康経営」に取り組む組織体制は、「健康経営推進委員会 委員長（全社における従業員
の健康保持･増進の最高責任者）」を選任し、経営層の関与を高め、従業員の心身の健康づ
くりおよび活気ある職場づくりに組織全体で取り組むものとします。	

労働組合

産業医

健康保険組合

健康経営推進部門
（人事厚生課）

健康経営推進委員長
（管理本部長）

健康経営推進責任者
（人事総務部長）

健康づくり推進担当者
（店長）

店舗・本部すべての従業員

項目 2024
年度

2023
年度

2022
年度

定期健康診断受診率 97.7% 96.8% 84.2%

ストレスチェック
受検率 95.9% 94.6% 95.6%

ハイリスク者への
施策の参加状況

(保健指導継続率等)
39.4% 46.6% 43.6%

項目 2025
年度

2024
年度

アブセンティーズム － 1.0%

プレゼンティーズム 20.9% 22.6%

ワーク・
エンゲージメント 2.6点 2.6点

● �ペットボトルキャップの寄付による 
ワクチン支援

● �食品ロス削減のための値引き販売の 
実施と予約販売の強化

● �食品残渣を堆肥化リサイクル

● 労働災害無事故店舗の表彰制度
● 思いやり駐車場の設置
● 産業医による職場巡視

● �外国人労働者への適切な処遇や 
労働環境整備

● �職務や役割に応じた研修体系の 
整備と実施

● �多様な人材が活躍できる社内制度
● �ハラスメント研修の実施

● �節水コマの設置
● �廃油流出の予防訓練の定期実施

● �省エネ型冷蔵ケース採用
● �電力監視装置の配備でデマンド管理
● �再生エネルギーの活用
● �CO₂排出量削減

● �インターバル制度の導入
● �復職エントリー制度の導入
● ノー残業デイの実施

● �キャッシュレス決済サービスの推進
● �宅配ロッカーの設置

● �正社員登用制度を導入
● �同一労働同一賃金等の原則に 

沿った体制の整備

● レジ袋の無料配布中止
● �移動スーパーによる買物支援と地域の見守り活動
● �自治体、警察署との連携
● �食育推進活動の実施
● �環境資源循環型店舗づくりの推進

● �リサイクルステーションの設置
● �マイバッグ・マイバスケットの推進
● �食品廃棄物排出量の削減

● �省エネ型冷蔵ケースの使用
● �クールシェアの実施
● �事業継続計画(BCP)の策定
● �環境資源循環型店舗づくりの推進

● �プラスチック製ストローの配布 
中止

● �ノントレー商品の導入
● �使い捨てプラスチック廃棄物の削減

● �折込チラシへの再生紙利用
● �尾瀬保護財団へ環境保全として 

毎年寄付

● �公益通報制度の整備
● �公正取引行動指針を制定

● �取引環境向上を目的としたとりせん 
共栄会を組織

KENKO Investment for Health (KIH)
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2050年のカーボンニュートラルを目指して、

とりせんはCO2排出量の削減を目指し、

環境マネジメントシステム　「エコアクション２１」を通じて、

全社で環境活動に取り組んでいます。

◆開発部・店舗運営部・営業企画部……………………………………
◆経営企画部・営業企画部… …………………………………………
◆人事総務部・監査室・店舗運営部・営業企画部……………………
◆第一商品部・第二商品部… …………………………………………

環境活動推進委員会

最高責任者
代表取締役社長

事務局長
営業サポート本部長

環境管理責任者
環境委員長 管理本部長

環境委員会

営
業
企
画
部

店
舗
運
営
部

第
二
商
品
部

経
営
企
画
部

経

理

部

人
事
総
務
部

開

発

部

環
境
物
流
課

(

事
務
局
）

第
一
商
品
部

環境担当者会議 各店副店長を環境担当者とする

第2ブロック
マネジャー

各店副店長

第3ブロック
マネジャー

各店副店長

第4ブロック
マネジャー

各店副店長

第5ブロック
マネジャー

各店副店長

第１ブロック
マネジャー

各店副店長

各 店 舗 環境活動の実行及びお客様への啓蒙活動等を実施

第１ブロック
店長・副店長

第2ブロック
店長・副店長

第3ブロック
店長・副店長

第4ブロック
店長・副店長

第5ブロック
店長・副店長

各部門チーフ 各部門チーフ 各部門チーフ 各部門チーフ 各部門チーフ

各店従業員 各店従業員 各店従業員 各店従業員 各店従業員

新しく原料から作るよりも、
使用済みの資源物を再利用
するとCO2排出量の削減や、
環境負荷が抑えられます。

回収量 CO2排出削減量

当社は資源物をリサイクルして、限りある

資源の有効活用と共に、CO2排出量の削減に取り組み、

ひとに優しく環境に優しい店づくりを推進しています。

1,034.70ｔ-CO2ペットボトル

87.80ｔ-CO2食品トレー

46.08ｔ-CO2紙パック（牛乳パック）

1,556.10ｔ-CO2アルミ缶

535.19ｔ

27.10ｔ

59.08ｔ

190.03ｔ

47.49ｔ 51.76ｔ-CO2発泡スチロール

どうして
CO2排出削減量に
つながるの？

Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ！
資源物を回収して、
限りある資源を循環！

省エネ推進活動
社会貢献活動
教育、監査活動
環境配慮型商品の 
開発及び導入の推進
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0 20,000 40,000 60,000 80,000

0 1,000,000 2,000,000 3,000,000 4,000,000 5,000,000

0 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000 350,000 400,000

地球にやさしい環境への取り組みのひとつとし
て、冷蔵設備・空調設備で使用しているオゾン層
を破壊するといわれる「特定フロン」からオゾン層
を破壊しない「代替えフロン」へ更新しています。
2013年から取り組み、2022年度までに37店舗
の更新を完了しています。
空調設備更新は2025年度に2店舗（下田島店・
茂呂店）で実施しました。2026年度は更新を2
店舗（下妻店・みらい平店）を予定しています。また、2023年度より店内環境改善としてデシカント設備（小型タイプの除湿
機）の導入を開始し、2025年度は8店舗（黒磯店・北本店・木田余店・高根沢店・大沢店・蔵の街店・岡本店・豊岡店）で導
入しました。2026年度は7店舗で計画しています。

カーボンニュートラル政策推進に基づいて環境負荷軽減に取り組んで営業を行ってきました。

2025年度は3店舗（みらい平店・邑楽町店・阿左美店）実施、本社
含めて33店舗となりました。
2026年度は4店舗を計画しています。

店舗

▼パワーコンディショナー

▼

本社

2026年度は年度初めに節水装置メンテナンスを各店で実施し、
水道使用量の削減を図ると同時に漏水箇所の点検を行ないまし
た。
2025年度は店内ＬＥＤ照明の更新（調光型）を10店舗実施し、
2026年度は10店舗で計画しています。

電気の見える化 ▼

店舗から排出される廃棄物はこれまで焼却か埋
めたて処分が普通でしたが、リサイクルして再資源
化できる物も少なくありません。とりせんでは廃棄
物の削減の為に作り過ぎや売れ残りを減らす商
品管理をするとともに、生ゴミの堆肥化や肉脂・魚
腸骨・食用油などの再資源化に取り組んでいます。

太陽光パネル

エネルギー使用量の削減

環境負荷の軽減

CO²排出量の
削減への取り組み

リサイクル活動の実績

廃
棄
処
分

さ
れ
て

い
る
も
の

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
も
の

廃棄物のリサイクル率 2025年3月～2026年2月

店舗にて回収している資源物は、できる
限り減容・再資源化することで資源循環
リサイクルループを構築しています。

リサイクルステーションの数値実績
食品トレー回収量の推移(過去5年)(kg)
※食品トレー材質PSP（発泡スチレンシート248㎜×130㎜×25㎜）

1枚あたり約5gとして：約542万枚

紙パック（牛乳パック）回収量の推移(過去5年)(kg)
※1リットル紙パック1本あたり約30gとして：約197万枚

アルミ・スチール缶回収量の推移(過去5年)(kg)
※350㎖アルミ缶1本あたり約16gとして：約1,919万本

ペットボトル回収本数（過去5年/本） 古紙回収重量（過去5年/kg）
※みかん箱型ダンボール（383㎜×273㎜×294㎜）

1箱あたり約373gとして約650万枚

廃棄率30.31%
(3,013.7t)

リサイクル率
69.69%(6,928.1t)

合計：100%(9,941.82t)

食品リサイクルの割合
食品リサイクル率
61.77%

Results of Recycling Initiatives

Efforts to Reduce CO2 Emissions
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